
様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフエニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5年6月謎日
金沢市長 殿

届出者
住所金沢市下近江町30－1
氏名 ヤマカ水産株式会社
代表取締役社長紙谷一成
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号(076) 232-1255

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条Iミ

の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について
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保管事業場の名称 近江町いちぱ館

保管事業場の所在地 金沢市青草町88番地

| ’’特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 業務部長岡谷清史 (076) 231-3323

保管の場所 近江町いちぱ館5F電気室にて保管

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物
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（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量

濃度
区分

保管開始
年月日

保管開始
理由

廃棄物の種類番号 総重景
（1台当たり
砿最×台数）

参考事項定格

容量
台数又は
容器の数製造者名｜ 型式 ｜製造年月 表奮号

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
菰最×台数）

参考事項
蕊|製造着名|型式製誉年|表零号

台数又は
容器の数

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合
濃度
区分

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
重斌×台数）

参考事項定格
容量

製造年
月

処分
年月日

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日

台数又は
容器の数

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

表示記号
等

製造者名 型式

電菱
機

一
一
一

微量 2022.11.10群桐エコロ(株) |2022.11.2660K VA S46 IL600731 変圧器（トランス） 1
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和5年 6 月30日
金沢市長 殿
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届出者

住所〒920-0377石川県金沢市打木町東1306番地

氏名株式会社山鐵 代表取締役山田章善
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号076-240-4848

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に閲する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条k

の規定に基づき、令和 5 年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ピフェニル廃棄物について
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保管事業場の名称 株式会社山殿

保管事業場の所在地 石川県金沢市打木町東1306番地

’ 電話番号’電話番号代表耽諦役山田章善特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 076-240-4848

’ 保管の場所 倉庫内

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）

（第1面）

ポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出善（保管事業者及び所有事業者用）

に今年ア月I (i日
金沢市長 殿

住所念ﾗ昨雪たき町卜166
届出者

氏名托求博紀
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号、76皇ら7－年うダダ
する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）

、

ポリ塩化ビフェニル廃

の規定に基づき、令和D規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1 .ボリ蟷化ビフェニル廃棄物について
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保管事業場の名称 専光寺町倉庫

保管事業場の所在地 金沢市専光寺町ハ67番地

’ |電話欝号 ’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 矢木博光

保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物

量 保管の状況廃棄物の型式等

処分予

定

年月型ゞ“造隼u 蓋誓＝蕊 鵬‘
台数又
は

容器の

数

濃度
区分

処理業者との

調整状況
分別・

混在の

別

参考事項番号 廃棄物の種類 総重量
（ 1台当たり

砿凰×台数）

容器の

性状

囲い等

の有無

漏れ等の

おそれ
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， 台 3,30kg
囲い

有、掲
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なし

(日本産業規格A列4番）



（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物

’廃棄物の型式等 量

濃度
区分

保管開始
年月日

保管開始
理由’番号 廃棄物の種類 総重量

（1台当たり
凧蹟x台数）

参考事項製造年月 表示記号
等

台数又は

容器の数
定格
容量

型式

I

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ビフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

量廃棄物の型式等
濃度

区分

保管終了

年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地容量 製造衞名 型式 |製育隼壷零号定格 ！ 台数又は 総重量

容器の灘 柵期
番号 廃棄物の種類 参考事項

’~ ’
④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ビフェニル廃棄物

量 ｜ 自ら処分した場合 処分を委託した場合廃棄物の型式等
濃度

区分 処分 処分後の廃棄物の

年月日 種類及び処分先
処分

年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先製造者名 型式 ’

総重量
（ 1台端たり

n国×台数）

参考事項番号 廃棄物の種類 処分

年月日

定格

容量

処分委託

年月日

処分受託苔の

名称
製造年
月

’

表示記号
等

台数又は
容器の数

i

詩|剛0 ‘：！‘剛諦‘脚形!”,蝋
蹄
度 q挫蕊鮮鮴臥込
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(3kg以上）
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(第3面）

2．ポリ塩化ビフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地

|電話番号’電話番号
ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理

責任者の職名及び氏名

｜
所在の場所

①前年度の3月3旧に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量
濃度
区分’

総重量
（1台当たり

電量×台数）

参考事項番号 製品の種類 廃棄予定
年月

処分業者との
調整状況

定格
容量

台数又は
容器の数型式 製造年月表示記号

等
製造者名

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ。 ）

製品の型式等
I1

rn

所有開始
年月日

所有開始
塲所

所有開始
理由

総重量
(1台当たり
i、識×台数）

参考事項製品の種類番号 台数又は
容器の数

定格
容量

製造者名 型式 製造年月表示記号
等

｜ ’



（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

製品の型式等 量

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地’

番号 製品の種類 総重量
（1台､場たり
in船×台数）

参考事項

蕊製造誉名 型式製造年月表奮号
台数又は
容器の数

1． この届出書は、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ビフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。

2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3~ 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の欄には、ボリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま

での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の柵には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容騒」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル

廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

ことができないときは､ ~保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9 「量」の棚のうち、 「総重量」の欄には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃

度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ボリ塩化ビフェニル廃棄物以外のボリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

12 「保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること

（例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

13. 「保管の状況」の欄のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する

こと。

14~ 「保管の状況」の欄のうち、 「分別・混在の別」の欄には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。

15． 「保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考



(第5面）

16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフエニル廃棄物及び高濃度ボリ塩化ビフエニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する

こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない。

17． 「参考事項」の棚には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、

「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する

こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の柵には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。

19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。

20． 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。

21 ． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の柵には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。

22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ボリ塩化ビフェニル使用

製品以外のボリ塩化ビフェニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ

き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ

フェニル使用製品をいう。

24． この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。

25． 「廃棄予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については

記載しなくて構わない。

26． この届出に係るボリ塩化ビフェニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を

受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた

めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下

の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知

を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す

ること。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。

28．都道府県知事が定める部数を提出すること。

、
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様式第一号（一） （第九条、第二十条及び第二十七条関係）
~ （第1面）

~ ポリ塩化ビフエニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和
金沢市長 殿

篁・6．犀6日

届出者 ~ T920-0372

住所石川県金沢市豊穂町541番地
吉田道路株式会社

氏名代表取締役 高橋斉
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

， 電話番号076-249-1311

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。
の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

ルポリ塩化ピフェニル廃棄物について

）

’ ’保管事業場の名称 吉田道路株式会社

〒920-0372金沢市豊穂町541番地保管事業場の所在地

’ |電話番号’電話番号特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名 076-249-1311

’保管の場所 金沢市豊穂町541番地

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ビフエニル廃棄物

’ 廃棄物の型式等 量 保管の状況
処分予
定

年月

台数又
は

容器の

数

濃度
区分

処理業者との
調整状況

番号 廃棄物の種類 分別・
混在の
別

漏れ等
の

おそれ

総重量
（エ台当たり

亜丑x台数）

定格
容量

参考事項表示記号
等

容器の

性状
等
無
い
有
囲
の

製造者名 型式 製造年月

コンデンサー

(3kg以上）
AF702190K

C7
PCB濃度：

0.68mg/k9
22-001 19．1kvar ニチコン 2000年 BOPO789 1 台 低濃度10 k9 分別 なし

’



一

(日本工業規格A列4番）

＝



、

（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管開始
年月日

保管開始
理由

廃棄物の種類番号 定格
容量

総重量
（1台当たり
亜企×台数）

表示記号
等

参考事項台数又は
容器の数

製造者名’ 型式 製造年月

コンデンサー

(3kg以上） ﾆﾁｺﾝAF702190Kcl ’000年7
PCB濃度：
0.68mg/k9

22-001 19．1 kvar BOPO789 《
口 低濃度1 10 k9 分析結果により判明R4. 11．4

、

m q m

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物（④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等 量

濃度
区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

移動先の保管の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

番号 廃棄物の種類 総重量
(1台当たり
亜批×台数）

蕊|製造者名 製造年
月

参考事項表示記号
等
台数又は
容器の数

型式

1

ロ ロ 1 1 ロ ロ

■

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピフエニノ嶢棄物

廃棄物の型式等 量 自ら処分した場合 処分を委託した場合
濃度
区分

番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
砿赴×台数）

蕊|製造箸名 製造年
月

参考事項表示記号
等
台数又は

容器の数
処分
年月日

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

処分委託
年月日

処分受託者の
名称

処分
年月日

型式

コンデンサー
(3kg以上）

ニチコ

ン

AF70219

OKC7

“
度

PCB濃度：
0.68mg"kg

22－001 19.1 kvar 2000年 BOPO789 1 台 10 kg R5.4.24 1群桐エコロ(株） R5.6．16

1 1 1 1 1 1 1 1

ﾛ ﾛ ﾛ



(第3面）

2．ポリ塩化ピフェニル使用製品について

所在事業場の名称
■

所在事業場の所在地
■ 令

ポリ塩化ピフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名 |電話雪号’電話番号

所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ピフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。 ）

製品の型式等 廃棄の見込み 量

濃度
区分

番号 製品の種類 定格
容量

総重量
（1台当たり
亜趾×台数）

参考事項廃棄予定
年月

表示記号
等

処分業者との
調整状況

台数又は
容器の数

製造者名｜ 型式 ｜製造年月
~

’
ロ ＝

Q
■

②前年度中に新たに所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。以下同じ｡ ）

製品の型式等 量

所有開始
年月日

所有開始
場所

所有開始
理由

番号 製品の種類 総重量
（ユ台当たり
並盆×台数）

定格
容量

参考事項表示記号
等
台数又は
容器の数

製造者名｜ 型式 ｜製造年月

~

I Ⅱ I，



（第4面）

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品

製品の型式等 量

所有終了
年月日

所有終了
理由

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

番号 製品の種類 定格
容量

総重量
（1台当たり
壷最×台数）

参考事項台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名｜ 型式 製造年月

ﾛ ロ 、

備考 1． この届出書は、ポリ塩化ビフエニル廃棄物の保管又はポリ塩化ピフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。
2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には､速やかに都道府県知事に連絡すること。
3~ 「保管事業場の名称｣及び｢保管事業場の所在地｣の棚には､ポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また、 「所在事業場の名称｣及び
「所在事業場の所在地」の欄には、ポリ塩化ピフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。

4． 「番号」の欄には、それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例： 28－001）を付すこと。なお、前回ま
‐での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。

5． 「廃棄物の種類」及び「製品の種類」の欄には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。 ~
6． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の欄には、変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 ｡｢型式｣、 「製造年月」及び「表示記号
等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油） 。

7． 「処分予定年月」の欄には、高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の欄のうち、 「台数又は容器の数」の欄には、ポリ塩化ピフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の
数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する
ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。

9． 「量」の欄のうち、 「総重量」の棚には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については、 1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他
のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 「低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物以外のポリ塩化ピフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品以外
のポリ塩化ビフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合
には、保管しているポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。
12. F保管の状況」の欄のうち、 「容器の性状」の欄には、ポリ塩化ピフエニル廃棄物を保管している容器の有無、容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
（例： 「ドラム缶」､、 「なし」 ） 。

13． 「保管の状況」の柵のうち、 「囲い等の有無」の欄には、ポリ塩化ピフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の棚のうち、 「分別・混在の別」の棚には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入すること。
15． ，｢保管の状況」の欄のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ビフェニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。



(第5面）

.16． 「処分業者との調整状況」の柵には、高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物及び高濃度ボリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物については記載しなくて構わない｡

17． 「参考事項」の棚には、その他保管の状況等を把握する上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 ~、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の棚には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け｣;及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の柵には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること。
20． 「処分年月日」の欄には、実際にポリ塩化ピフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ピフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用して.いたポリ塩化ビフエニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフェニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用
製品以外のポリ塩化ビフエニル使用製品については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである。

23． 「高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定rする電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
フェニル使用製品をいう。 ．

24． ．この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の柵には、高濃度ポリ塩化ピフェニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ビフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
るこ・と。

27．その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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様式第一号（一） ．(第九条、第二十条及び第二十七条関係）
~ (第1面）

~ ポリ塩化ピフェニル廃棄物等の保管及び処分状況等届出書（保管事業者及び所有事業者用）

令和士年土月名日
金沢市長 殿 ~ ~

届出者 〒920-○377 ~

住所石川県金沢市打木町東302-1
~ 有限会社ヨシダ製作所

氏~名代表取締役吉田博幸~
（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

電話番号080-7859-7581

(法第15条及び第19条において読み替えて準用する場合を含む。 ）ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第8条第1項（法第15条及び第19条腋

の規定に基づき、令和 4年度のポリ塩化ビフェニル廃棄物等の保管及び処分の状況等を届け出ます。

1．ポリ塩化ビフェニル廃棄物について

’ ’保管事業場の名称 有限会社ヨシダ製作所 ~

〒920-0377~金沢市打木町東302-1’保管事業場の所在地 公

|電話番号’電話番号’代表取締役吉田博幸 080-7859-7581特別管理産業廃棄物管理責任者の職名及び氏名

’金沢市打木町東302-1保管の場所

①前年度の3月31日に保管していたポリ塩化ピフエニル廃棄物

’~ ~ 量~ 保管の状況’ 廃棄物の型式等
処分予

定

年月

台数又

は

容器の

数

濃度

区分

処理業者との

調整状況
漏れ等
の ：

おそれ

分別.．
混在の
別

参考事項総重量
（エ.台当たり

重量×台散> ~

番号 廃棄物の種類 容器の

性状

等
無
い
有
囲
の

定格
容量

表示記号
等

製造者名 型式 製造年月

PCB濃度
~ ~1.2mg/k9変圧器（トラ

ンス）
なし低濃度 分別東芝 1971年

《
ロ 300 kg30 KVA 71074113 101-001 PT-6K

’



（鞄守尽く~鐸曠絲Ｈ終匝）

氏



（第2面）

②前年度中に新たに保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物 ~

廃棄物の型式等
旦
呈

濃度
区分
保管開始
年月日

保管開始
理由

参考事項廃棄物の種類番号 総重量
（1台当たり
垂熾×台数）

定格
容量 製造年月 ｜表零号

台数又は
容器の数

製造者名 型式

PCB濃度: 1.2
mg/kg -

変圧器（トラン
ス）

使用中止東芝 1971年 低濃度
《
ロ R4.7. 19PT-6K 71074113 300 ･kg30 KVA 101－001

■

■ ■

■ ■

③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において保管することとなったポリ塩化ピフェニル廃棄物く④の場合を除く。 ）

廃棄物の型式等
皇
皇

移動先の保管の場所並びに事業者
~~又は事業場の名称及び所在地

濃度
区分
保管終了
年月日

保管終了
理由

参考事項廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
重丑×台数）

番号 定格
容量

製造年
月

台数又は
容器の数

表示記号
等

製造者名 型式

’
ロ ロ 0 1 ↓

■

■､ I
Q E D 。 ’ ロ ロ

④前年度中に自ら処分し、又は処分を委託したポリ塩化ピプェニル廃棄物

処分を委託した場合自ら処分した場合廃棄物の型式等
’ ｜ ”陰“

製

皇
學

濃度
区分

参考事項番号 廃棄物の種類 総重量
（1台当たり
亟最×台数）

処分
年月日

処分受託者の
名称

定格
容量

処分
年月日

処分委託
年月日

造年
月

処分後の廃棄物の
種類及び処分先

表示記号
等
台数又は
容器の数

製造者名 型式

1971年 71074113
PCB濃度
1.2mg/kg

峨
度

変圧器（トラ
ンス）

R5.4.24 1群桐エコロ(株）30 KVA| 東芝 I PT-6K R5.5.21 台| 300 k901－001

ロ ロ



(第3面）

2~ポリ塩化ピフェニル使用製品について

所在事業場の名称

所在事業場の所在地 － 今 ■ ‐

|電話番号’電話番号’ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る事業の管理
責任者の職名及び氏名 ~ ~

■

’所在の場所

①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ピフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ピフェニル使用電気工作物を除く。 ）
量廃棄の見込み製品の型式等

濃度
区分

｜

’

口
参考事項

蕊|製造害懇| 型式
総重量
（1台当たり
重撒×台数）

台数又は
容器の数

処分業者との
調整状況

廃棄予定
年月

製品の種類 表示記号
等

番号
製造年月

一 ■ ■
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~ ~③前年度中に他の事業場又は他の事業者の事業場において所有することとなった高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品

製品の型式等
皇
星

所有終了
年月日

所有終了
理由 ~

移動先の所在の場所並びに事業者
又は事業場の名称及び所在地

参考事項製品の種類番号 ~総重量
（ユ台当たり
重丑×台数）

定格
容量

台数又は
容器の数

表示記号
等

型式 製造年月製造者名

I ヨ I O U

ロ

1 1 ・ D I I

~

1． この届出書は、ポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管又はポリ塩化ピフェニル使用製品の所有に係る事業場ごとに作成し、毎年度6月30日までに提出すること。

2．届出者や事業場に関する情報に変更があった場合には、速やかに都道府県知事に連絡すること。

3． 「保管事業場の名称」及び「保管事業場の所在地」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の場所に係る事業場を記入すること。また､ ~ 「所在事業場の名称」及び

「所在事業場の所在地」の棚には、ポリ塩化ビフェニル使用製品の所在の場所に係る事業場を記入すること。
4~ 「番号」の棚には､~それぞれ先頭に「前年度の元号数一」を加えた整理番号（平成28年度の保管状況を届け出る場合の例：28－001）を付すこと。なお、前回ま

での届出において既に当該事業場における番号が付されているものについては、引き続きその番号を記入すること。
5． ~｢廃棄物の種類」及び「製品の種類」の棚には、記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること。

6.． 「廃棄物の型式等」及び「製品の型式等」の柵には､変圧器（トランス）等の銘板に記載されている「定格容量」 、 「製造者名｣、 「型式｣、 「製造年月」及び「表示記号

等」を記入すること。なお、 「表示記号等」については､､記入要領に沿って、その名称を具体的に記入すること（例：不燃性油)・ ・

7． 「処分予定年月」の欄には､高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物を自ら処分し、又は他人に委託することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ピフエニル
廃棄物については記入しなくて構わない。

8． 「量」の柵のうち、 「台数又は容器の数」の柵には、ポリ塩化ビフェニルを使用する電気機器については台数（個数）を、その他のものについては保管している容器の

数（缶数等）を、それぞれ単位とともに記入すること。ただし、電気機器であっても、小型のものを容器にまとめて保管している場合であって台数（個数）を把握する

ことができないときは、保管している容器の数（缶数等）を単位とともに記入すること。
9． 「量」の欄のうち、 「総重盆」の欄には、ポリ塩化ピフェニルを使用する電気機器については､1台当たりの重量に台数（個数）を掛けた重量を記載すること。その他

のものについては、容器込みでの重量を記載すること。

10． 「濃度区分」の欄には、 「高濃度」 、 ．｢低濃度」又は「不明」のうち該当するものを記入すること。なお、 「高濃度」 .とは高濃度ポリ塩化ビ.フェニル廃棄物又は高濃
度ポリ塩化ビフェニル使用製品の略称、 「低濃度」とは高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄物以外のポリ塩化ピフェニル廃棄物又は高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品以外

のポリ塩化ピフェニル使用製品の略称である。

11． 「保管の状況」として、新たにポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管の状況を届け出る場合や、既に届け出たポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管の状況に変更があった場合

には、保管しているポリ塩化ピフェニル廃棄物の保管状況の分かる写真を本届出に添付すること。

’2． 「保管の状況｣の欄のうち、 「容器の性状｣の欄には､ポリ塩化ﾋﾌｪﾆﾙ廃棄物を礎している容器の有無､容器がある場合にはその種類を具体的に記入すること
。 （例： 「ドラム缶」 、 「なし」 ） 。

’3． 「保管の状況｣~の欄のうち、 「囲い等の有無」の棚には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を保管している場所の周囲の囲いの有無及び保管に係る掲示板の有無を記入する
こと。

14． 「保管の状況」の柵のうち、 「分別・混在の別」の棚には、他の物品と分別して保管しているか混在して保管しているかの別を記入するこ~と。
1．5． 「保管の状況」の柵のうち、 「漏れ等のおそれ」の欄には、保管中のポリ塩化ピフエニル廃棄物が漏れたりこぼれ落ちたりするおそれの有無を記入すること。

備考

ヨ
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16． 「処分業者との調整状況」の欄には、高濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物及び高濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品に係る処分業者との委託契約の締結状況等を記入する
こと。低濃度ポリ塩化ピフェニル廃棄物については記載しな･くて構わない。
17． 「参考事項」の柵には、その他保管の状況等を把握ずる上で参考となる事項を記入すること（例： 「屋内で保管」 、 「絶縁油を抜いたもの」 、 「PCB濃度△mg/kg」 、
「今後分析予定」 ） 。なお、保管の場所や所在の場所が複数存在する場合は、各廃棄物及び製品について、その保管の場所又は所在の場所をそれぞれ特定して記載する
こと。

18． 「保管開始理由」及び「所有開始理由」の欄には、 「他の事業場から移動」 、 「譲受け」及び「承継」のいずれかを記入すること。
19． 「保管終了理由」及び「所有終了理由」の欄には、 「他の事業場に移動」 、 「譲渡し」及び「承継」のいずれかを記入すること｡~
20~ ~｢処分年月日」の欄には､実際にポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分が終了した日を記入すること。
21． 「処分後の廃棄物の種類及び処分先」の欄には、ポリ塩化ビフェニル廃棄物を処分した後に生じた廃棄物の種類及び処分先を記入すること。
22． 「①前年度の3月31日に使用していたポリ塩化ビフェニル使用製品（高濃度ポリ塩化ビフエニル使用電気工作物を除く。 ） 」の表は、高濃度ポリ塩化ビフェニル使用
製品以外のポリ塩化ビフエニル使用製品については、ポリ塩化ピフエニル廃棄物の保管事業者が、本施行規則第9条第1項第5号又は第20条第1項第5号の規定に基づ
き、記載するものである｡． ，

23． 「高濃度ポリ塩化どフエニル使用電気工作物」とは、電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第1項第18号に規定する電気工作物である高濃度ポリ塩化ビ
~ フェニル使用製品をいう。

24この届出書において、 「廃棄」とは、ポリ塩化ビフェニル使用製品の使用を止め、廃棄物とすることをいう。
25． 「廃棄予定年月」の棚には、高濃度ポリ塩化ビフエニル使用製品を廃棄することを予定している年月を記入すること。低濃度ポリ塩化ビフェニル使用製品については
記載しなくて構わない。

26． この届出に係るポリ塩化ピフエニル廃棄物の処分についての産業廃棄物管理票の写し（廃棄物処理法第12条の3第4項又は第12条の5第5項の規定による送付を
受けた産業廃棄物管理票の写しをいう。以下同じ。 ）を複写機によりA3判以下の大きさの用紙に複写したものを添付すること。なお、電子情報処理組織を使用するた
めこれらの書類を添付することができない場合は、当該これらの書類に代えて、当該これらの書類に記載される事項に相当する事項を記録した電磁的記録をA3判以下
の大きさの用紙に出力したものを添付すること。ただし、 6月30日において、産業廃棄物管理票の写しの送付又は廃棄物処理法第12条の5第4項の規定による通知
~を受けていないため添付すべき書類を添付することができないときは、その産業廃棄物管理票の写しの送付のあった日又はその通知のあった日から10日以内に提出す
ること。

27~その他環境大臣が定める書類及び都道府県知事が必要と認める書類を添付すること。
28．都道府県知事が定める部数を提出すること。
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